
愛知県田原市 

●発表日：令和６年（２０２４年）８月２８日 

 

童浦小学校新屋内運動場が完成しました！ 

 

 このたび、屋内運動場の老朽化に伴い、童浦小学校屋内運動場を改築し、９月２日

から供用を開始します。 

 当該屋内運動場については、教育環境の改善および災害時の避難所としての環境整

備を図るため、田原市立小中学校で初めて空調設備を整備しました。 

 また、当該屋内運動場の改築に併せて、児童クラブ施設を併設しました。 

 

１ 施設概要 

名 称 童浦小学校屋内運動場 

所在地 田原市浦町米山６４番地１ 

敷地面積 ２６,１４５㎡ 

構 造 鉄骨造２階建て 

延床面積 １,２７４㎡ 

主要諸室 
アリーナ ７３２.１㎡ 、ステージ ８０.６㎡、 
器具庫 ７９.１㎡、児童クラブ １２１.４㎡、 
防災倉庫 ２１.５㎡ 

その他諸室 トイレ、多目的トイレ、倉庫（児童クラブ）、事務室（児童クラブ） 

主要設備 空調設備、LED 照明、ガスバルク（９８５㎏） 

設計監理 ＩＲＡＫＡ設計事務所 

施 工 

株式会社菰田建設（建築工事） 

株式会社天野ポンプ（機械設備工事） 
株式会社サイテックス（電気設備工事） 

総工費 ５２２,３９９,９００円 

工 期 令和５年９月２７日～令和６年８月２３日 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№１ 



愛知県田原市 

２ 空調設備について 

<システム> 
 ・ハイブリッド型輻射式冷暖房システム 
<機器／能力／仕様> 
 ・ガスヒートポンプエアコン ４０馬力相当（５馬力×４台×２セット） 

電源自立型（停電時対応ＧＨＰ） 
<特徴> 
 ・ＧＨＰエアコンについて 

ＥＨＰに比べ、ランニングコスト及びイニシャルコストの低減にも効果的で、
ガスバルクの設置及び自立発電機能により、災害時に強い施設となる。 

 ・輻射パネルについて 
   輻射とは熱の移動方法の一種で、温度の高い方から低い方へ、移動する現象

であり、輻射パネルはその原理を利用し、冷房時は吸熱、暖房時は放熱し、室

内環境を快適にする。 
  エアコンのみの空調と異なり、対流（風）の影響が小さく体の負担を軽減する

だけでなく、通常のエアコン単体と比較し、約７割の台数で同等の効果が発揮
できるなど、省エネでコスト削減効果もある。 

３ 防災機能について 

<特徴> 電源自立型機能について 

  停電時、自立発電（ガスバルクから供給して稼働）により空調機を稼働させ、
照明機器やコンセントに電気を供給することができ、避難所機能向上に繋がる。 

  ※ガスバルク容量の貯蔵上限量５０％で、災害時に稼働させる消費機器へ、最
低３日間供給することが可能。 

 

４ 配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当）教育総務課 川口、鈴木  電話（0531）23-3530 

新・屋内運動場 

旧・屋内運動場 

児童クラブ 

童浦小学校児童会主催「新体育館に感謝する会」を開催します 

  ○日 時： ９月２日（月）９時３０分～９時５０分（始業式終了後） 

  ○場 所： 童浦小学校 新体育館 

  ○参加者： 全校児童３８２名、教職員、工事関係者（予定） 


